
企画振興課　TEL 895-7007　FAX 885-0467

d＝日時、開催日、期間　l＝場所　t＝対象　c＝定員　y＝料金、費用　e＝申し込み　i＝問い合わせ　a＝電話　f＝ファクス　m＝メール　b＝受付時間　j＝持参

令和３（2021）年11月１日

人　口 212,068人	 （前月比38人増）  男100,607人 女111,461人
世帯数 95,518世帯	（前月比18世帯増） ※令和３年10月１日現在推計

西区役所 代表電話 a881-2131
〒819-8501  西区内浜一丁目4-1

西部出張所 a806-0004
〒819-0367  西区西都二丁目１-1

【公式】インスタグラム

 @f_nishistagram
【公式】フェイスブック
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11月は児童虐待防止推進月間 「児童虐待かも・・・」と思ったら、すぐにダイヤル
189（いちはやく）へ連絡してください。

i区子育て支援課 a895－7098 f881-5874
iこども総合相談センター（えがお館） a833-3000

　子どもの発達が気になって
いる保護者向けの子育て学習
会です。講義やグループワー
クを通して、子育てのコツを
学びます。
　d12月20日㈪、来年１月11日㈫、１月31
日㈪の午前10時半〜11時半（10時から受付
開始）全３回l区保健福祉センター（保健所）
１階講堂t３歳〜就学前までの子どもの発達
が気になる保護者で、原則３回全て参加でき
る人c先着15人程度y無料※託児あり（生後
６ヵ月〜未就学児）要予約eiメールで保護
者氏名（ふりがな）、子どもの年齢（保育園・幼
稚園・家庭保育等を明記）、連絡先、気になって
いること、託児を希望の場合は子どもの氏名

（ふりがな）、生年月日を書いて、区子育て支援
課（kosodate.NWO＠city.fukuoka.lg.jp 
a895-7096 f881-5874）へ。11月１日㈪
から受け付け。

〜発達が気になる子どもの子育て講座〜
Pすてっぷ・ぷち in 西区

　ミライロの原口 淳氏（日本
ユニバーサルマナー協会認定
講師）＝写真＝による講演会
です。視覚障がい者の視点か
ら「障がいを価値に変える〜
バリアバリューから未来を創
る〜」をテーマに講演します。※手話通訳・要
約筆記あり
　d12月９日㈭午後２時半〜４時l西市民
センターホールc先着200人y無料eiはが
き、ファクスまたはメールに住所、氏名（ふり
がな）、電話番号を書いて11月１日㈪から11
月30日㈫までに区生涯学習推進課（〒819-
8501住所不要 a895-7027 f882-2137 
m nishi-kouza@city.fukuoka.lg.jp）へ。
　※定員を超えた場合は連絡します。

人権を尊重する市民のつどい

　d毎週金曜日①午後１時
〜２時②午後２時〜３時、
毎週火曜日③午前10時〜
11時（休館日・祝日を除く）
li 西 体 育 館 a 8 8 2 -
5144 f882-5244c先
着①②10人③15人t18歳以上y350円e電
話で開催日直前の①②火・水曜日③金曜日の
午前９時〜午後７時に同体育館へ。

西ササイズ西体育館

地域活動に貢献した
１４人を表彰

　区は、地域でスポーツの振興や青少年の健
全育成など地域活動に貢献した人を表彰して
います。今年度の受賞者は次の皆さんです（敬
称略、50音順）。

西区スポーツ振興奨励賞
氏名 校区

大塚　利浩 壱岐
乙成　朗 愛宕浜

黒田　直美 愛宕
香田　章 下山門

徳永　博幸 姪北
中村　久美 西陵

長本　智恵美 玄洋

西区青少年健全育成奨励賞
氏名 校区

大屋　武美 石丸
勝田　千晃 姪浜
久保　順由 玄洋
鶴田　聖二 金武
春田　大輔 内浜

平田　洋次郎 壱岐南
松本　裕美子 今宿

パートナー花壇募集中
〜手続きはネットで簡単に〜

　「一 人 一 花
パ ー ト ナ ー 花
壇」をご存じで
すか。花壇を登
録すると市内対
象店舗で花苗や
園芸用品を購入
する際に５％の
割引が受けられます。また、オリジナルプレー
トの贈呈やホームページでの花壇紹介、花と
緑のお役立ち情報「一人一花メール」の配信な
ども行っています。
　対象は通りに面しているなど、多くの人の
目につく場所にあり、おおむね
１㎡以上の花壇で個人・団体を
問いません。詳細は区ホーム
ページ（「西区の一人一花運動」
で検索）でご確認ください。ま
た、登録がインターネットで申
請可能となりました。右コードから簡単に手
続きができます。ぜひご活用ください。
　i区企画振興課 a895-7033 f885-0467

申し込みは
こちらから

　 現 代 芸 術 作
家・レインボー
マンと一緒に、
ホールに虹を架
ける作品を作る
ワークショップを開催します。作品はクリス
マスまで展示されます。この機会にぜひ現代
芸術を体験してみませんか。
　d12月19日㈰午後３時〜６時li西市民
センター（a891-7021 f891-0503）t小
学生以上c抽選で50人y1,000円e電話か、
メール（m main@nishi-civic-center.jp）に
参加者と保護者の氏名（ふりがな）、連絡先（電
話番号かメールアドレス）を書いて同セン
ターへ。11月30日㈫必着。

ワークショップ
「アーティストと虹をかけよう」

西市民
センター

　消防車両の展示、放
水 体 験、水 消 火 器 を
使った消火活動、AED

（自動体外式除細動器）
の使用方法など、さま
ざまな体験ができるイベントです。
　d11月３日（水・祝）午前10時〜午後１時l

マリノアシティ福岡広場（小戸二丁目12-
30）y無料i西消防署予防課 a806-0642 
f806-6462 ※雨天、災害出動時は内容を変
更することがあります。

防火・防災を考えよう！
秋の体験イベント西消防署

　皆さん、姪浜出身の
儒学者「亀井南冥（かめ
いなんめい）」をご存じ
ですか。
　南冥（1743〜1814
年）は、天明４（1784）
年に、福岡藩校の東学

問所「修猷館」とともに開設された、西学問所
「甘棠館（かんとうかん）」の館長として、多く

の人材を育成しまし
た。
　また、志賀島で発見
された「漢委奴国王（か
んのわのなのこくお
う）」の金印を、中国の
歴史書である「後漢書」

を引用して、「私たちの先祖が中国と交流した
証として持ち帰った金印である」と鑑定し、価
値を説いた『金印弁』を著して、その保護に尽
力したことで知られています。
　能古博物館には、亀井南冥に関する文献等
が数多く展示されています。
　i公益財団法人亀陽（きよう）文庫能古博物
館 a883-2887 f883-2881

新室見公園の花壇
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亀井南冥の肖像画

亀井南冥著「金印弁」
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